
ARINA株式会社が運営する幼児、小学生の親御さん向けの教育メディア「おうち教材の森」（
https://naki-blog.com/study/）は、日本全国のお子さんをお持ちの親御さんを対象に「お年玉をく
れるのは誰？」とアンケート調査を実施しました。その結果を公表します。

● 調査方法：インターネット調査

● 調査人数：200人(お子さん内訳　未就学児:71人、小学生:73人、中学生:16人、高校生:18
人、大学生:8人、その他:14人)

● 調査主体：ARINA株式会社、おうち教材の森
● 調査時期：2022年11月10日
● 発表日：2022年11月20日

＊本アンケート結果を引用する場合は「おうち教材の森」のURL（https://naki-blog.com/study/）を
使用してください。

調査結果

「お年玉をくれるのは誰？」とアンケート調査した結果、1位は『おじいちゃん・おばあちゃん』でした。

1位：おじいちゃん・おばあちゃん

・地域の伝統だから。

・いつもくれるから。

・お正月は帰省するので。

・こちらが断ってもくれるから。

・毎年おじいちゃん、おばちゃんからお年玉をもらいます。

・毎年、帰省の際にいただいているので。

2位：親



・一番近くにいる存在だから。

・そういう感覚。

・子供には毎年あげています。

・最も身近な存在として、親はお年玉を与える側にならざるを得ないからです。

・自分も小さい頃親からもらっていた。

・自分の親は自分の子供にとって孫になるのでお年玉がないことがないです。

3位：おじさん・おばさん

・おじおばにとって初めての甥っ子なのと、4人から受け取れるから。
・近県在住の妹（子供にとって叔母）家族とは、それぞれの子供へお年玉のやり取りをしています。

年齢で金額を決めているので楽ちん。

・おじいちゃんおばあちゃん、その他の親戚からもいただくけど、おじさんおばさん（親の兄弟）からい

ただく金額の合計のほうが多いから。

・近くに住んでいるのでお正月に会う機会があるのでもらいます。

・一番手っとり早く毎年くれるので。子供たちもうれしいようです。

4位：その他の親戚

・そこに愛があるから。

・よくくれるため。

5位：その他

・『おじいちゃん・おばあちゃん、おじさん・おばさん、親、親戚の人たち』毎年くれる人たちを全員挙げ

ました。同世代の子供がいないためか、みんなお年玉をくれます。

・『子ども』当方が６０歳を超えたら子供がお年玉をくれるようになった。

・『おじいちゃん、おばあちゃんおじさん、おばさん、いとこのお兄ちゃん、いとこのお姉ちゃん』沢山の

人からお年玉をもらいます。

【総括】今回のアンケートでお年玉をくれるのは誰？1位は『おじい
ちゃん・おばあちゃん』でした

もうすぐお正月、圧倒的に「おじいちゃん・おばあちゃん」からお年玉をもらう、という回答が多かった

です。

おじいちゃん・おばあちゃんとは頻繁に会える距離に住んでいる、遠くに住んでいて会えるのは年に

1回など、それぞれ環境は違うと思いますが、あげるほうもかわいい孫の喜ぶ顔が見たいはず。

年末年始を利用して、おじいちゃん・おばあちゃんともゆっくり過ごせる機会があると嬉しいですね。

ARINA株式会社は、運営するメディア「おうち教材の森」を通じて、1人でも多くの人が、より良い家庭
学習環境を整えられるように、社会に貢献してまいります。



■ARINA株式会社について
ARINA株式会社は、“メディアを通じ子育てを豊かに”を企業のVisionに掲げ、皆様の生活に寄り
添ったライフスタイルメディアの展開やオウンドメディアの受託事業を展開しております。


